
【11月　連絡事項】

〇 4日（金）午後1時から歯科健診の予定です。

〇 7日（月）～11日（金）まで、鷹取中学校の生徒3名が、『トライやるウィーク』で職場体験をいたします。

なでしこ組・ちゅうりっぷ組・すみれ組に1名ずつ、入る予定です。

〇 8日（火）～11日（金）まで、保護者の方の保育参加です。

ご家庭で検温していただき、３７℃以上の場合は、保育参加をお控えください。

各クラス入口の手指消毒薬で消毒してから保育室にお入りください。

〇 21日（月）『収穫感謝礼拝』を9時30分から行います。ご家庭にある野菜や果物を持ち寄っていただき、

【　11月　行事予定表　】 礼拝を子どもたちと守ります。たんぽぽ組は、礼拝後に『果物配り』に出かけます。
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のび
のび 〇 22日（火）豚汁クッキングを9時15分から10時の間に行います。その後で、なでしこ・ちゅうりっぷ組とすみれ

1 火 14:00 〇 17 木 14:00 〇 組が、『果物配り』に出かけます。

2 水 14:00 〇 18 金 14:00 〇 〇 28日（月）からアドベント（イエスさまの誕生を待ち望み準備を進めていく期間）に入ります。毎週1本ずつ

3 木 19 土 ロウソクに火を灯して礼拝を行います。

4 金 14:00 〇 20 日 〇 30日（水）の誕生会は、11月の誕生児が居られません。

5 土 21 月 11:30 〇

6 日 〇 22 火 14:00 〇 🌸 11月1日（火）～11月30日（水）の期間姫路大学の実習生が、たんぽぽ組で実習に入ります。

7 月 11:30 〇 23 水

8 火 14:00 〇 24 木 14:00 〇

9 水 14:00 〇 25 金 14:00 〇

10 木 14:00 〇 26 土

11 金 14:00 〇 27 日

12 土 28 月 11:30 〇

13 日 29 火 14:00 〇

14 月 11:30 〇 30 水 14:00 〇

15 火 14:00 〇

16 水 14:00 〇

※ホームページ（https://chidori-yochien.com)

※ インスタグラム：chidori_yochien

※ 幼稚園☎078-733-2825　幼稚園に職員不在時、園長の携帯に転送されます。緊急時は、開園時間に関わらずご連絡ください。

行　　事

2022年　10月 31日　　千鳥幼稚園

幼稚園礼拝・トライやるウィーク開始鷹中3名・こひつじ・ひよこ
サークル・こひつじサークル

幼稚園礼拝・こひつじ・ひよこサークル・こひつじサークル

収穫感謝礼拝・たんぽぽ組果物配り

こどもの教会ホールにて

休園日

異年齢児保育・姫路大実習生実習開始

クッキング・トーンチャイム

休園日

歯科健診13:00～

休園日

こどもの教会ホールにて

異年齢児保育・保育参加開始

クッキング

休園日

休園日

こどもの教会ホールにて

休園日

こどもの教会ホールにて

異年齢児保育・豚汁クッキング・果物配り・加瀬教諭研修

クッキング・姫路大実習生実習終了・園庭開放

保育参加・

異年齢児保育

クッキング・園庭開放・トーンチャイム

アドベント第Ⅰ礼拝・ひよこサークル・こひつじサークル

異年齢児保育

11月 園だより
12月の行事予定

6日（火） 山崎教諭研修

15日（木） ページェントビデオ撮影

16日（金） 弁当終了

17日（土） クリスマス礼拝

19日（火） 代休

20日（火）～22日（木） すみれ組以外、

個人懇談

23日（金） 終園式

体育指導：1日・8日・22日

園庭開放：7日

ひよこ・こひつじサークル：5日12日通常通り

今月のうた
なでしこ組
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ちゅうりっぷ組

どんぐりころころ

たんぽぽ組

にんげんっていいな

すみれ組

私たち、千鳥幼稚園では『ありのままの姿』を受け入れる。そのことを大切に日々保育をしています。しかし、『ありのまま』

それを突き詰めて考えていきたいという思いから、佐々木正美先生の【子どもの心が見えてくる（エリクソンに学ぶ）】という本

を読みました。その本の《ありのままの状態》の章の中に、防衛的態度が必要でない状態は、「空気のような存在」、なかっ

たら大変だが、重荷に感じなくて良いという状態です。相手を防衛的にさせない。リラックスさせるということです。と記されて

います。

保育の現場では、子どもたち一人一人が防衛的な態度を示すことがなく、私たち保育者は「空気のような存在」であること

が、大切だということになります。「空気のような存在」相手に負担を感じさせず、自然にそこにいる存在として居る。それは、

大きな負荷になるような言葉がけを避け、それぞれの、異なる個性を認め合い尊重しあえる関係性。そのような関係性の

中で、「空気のような存在」となり、一緒に居ることが、自然な形で「ここち良く感じる」

このような関係性が、保育者と子どもたち、又保護者の方にも、佐々木正美先生が、本に書いておられる『ありのままの状

態』を現在より更に伝えられたらと思います。

それは、子どもたち一人一人も違う、保護者の方も私たち保育者も、一人一人違う。相手の『ありのまま』を受け入れられ

る関係性を、築いていきたいです。

園長 大橋寿美


